
北海道占冠村

北海道ニセコ町

岩手県大船渡市

秋田県男鹿市

宮城県七ヶ宿町

福島県檜枝岐村

新潟県湯沢町

山梨県北杜市

長野県白馬村

山梨県小菅村

山梨県山中湖村

静岡県下田市

静岡県西伊豆町

愛知県設楽町

奈良県下北山村

奈良県野迫川村

京都府伊根町

徳島県上勝町

熊本県阿蘇市

愛知県豊根村

【概要】 関係人口の創出・拡大に係るアンケート調査
（関係人口が卓越している市町村を対象としたアンケート調査）
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農林漁業の活性化

地域産業（農林漁業以外）の活性化

新たな産業の創出

伝統文化活動の活性化

農地、森林の保全

伝統文化遺産の保全

商店街の活性化

空き家・空き施設・空き地等の遊休資産や低利用資産の減少

コミュニティの活性化

地域住民の生きがい醸成

地域住民の地域への誇りの向上

地域の若者の活躍機会の増加

地域の女性の活躍機会の増加

移住者の増加

その他
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❸実感している地域への効果
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回答市町村（20市町村）

全市町村

【平均値】

●人口1万人当たり関係人口（訪問系）の平均値
（注）「関係人口（訪問系）」の

数は、「地域との関わりにつ
いてのアンケート（R2.9）」
で把握した約2万6千人の関係
人口（訪問系）の数を利用し
ている。サンプルデータであ
るため関係人口の全数を把握
しているものではない。

❶連携している団体・企業

 関係人口の創出・拡大に取り組む上でのポイントやその効果等を把握するため、
関係人口数が卓越している20市町村にアンケート調査を実施（R3.1）

■ 調査の概要

■ 結果の概要（一部のみ）

■ 対象市町村の関係人口概要

 多種多様な分野の主体との連携が見られ
るが、大学が40%と最も多い連携先となっ

ており、若い世代との連携がポイントとなっ
ていると考えられる。（グラフ❶）

 60%が６年以上、25%が20年以上の取組

を行っており、取組の継続性がポイントに
なっていると考えられる。（グラフ❷）

 関係人口拡大の効果として、75%が移住者

の増加を実感しており、関係人口としての
関わりが移住へのステップや移住者の呼び
込みにもつながっていると考えられる。

（グラフ❸）
 50%が農林漁業・地域産業・伝統文化活

動・コミュニティの活性化や新たな産業の創
出を実感しており、関係人口が地域の活性
化に大きく寄与していると言える。

（グラフ❸）

（注）「その他」にあった回答は観光協会、DMO、金融機関、郵便局、友好都市等など。

【N=20】

【N=20】
【N=20】


